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　　The　localizations　of　the　inferior　and　superiQr　salivatory　nuclei　that　give　rise　to　parasympathetic
丘bers　to　the　parotid，　submandil〕ular　and　sublingual　glands　were　identi丘ed　in　cats　bγmeans　of　the
horseradish　peroxidase　method．
　　The　inferior　salivatory　nucleus　exists　in　the　dorsal　part　of　the　reticular　for皿atiQn　in　the　medulla
oblongata．　Although　the　superior　salivatory　nucleus　has　been　said　to　exist　in　the　pons，　the　nucleus
demonstrated　in　this　study　does　not　exist　i且the　pons　but　does　exist　in　the　dorsal　part　of　the　reticuユar
formatio且of　the　rostral　medulla　oblongata，　NeurQns　of　the　salivatory　nuclei　were　medium－sized　and
multipolar　with　densely　stained　Nissl　substance．
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1　緒　　言
　耳下腺の分泌は耳神経節を介する舌咽神経によって支配
され，その副交感神経節前線維の起始は延髄網様体（me－
du11ary　reticular　formation）内の下唾液核にあると考え
られている1，2）・また顎下腺と舌下腺の分泌は顎下神経節
を介し，涙腺および鼻腔の小唾液腺の分泌は翼口蓋神経節
を介する中間顔面神経によって支配され，その副交感神経
節前線維の起始は橋網様体（pontine　reticular　formation）
内の上唾液核にあると考えられているL2）．しかし唾液腺
の神経支配に関する報告は大部分が機能的局面からみた生
理学的検索であり3岬6），その支配中枢を形態学的に同定し
た報告は少なく7川11），唾液核の局在についてはまだ明確に
されてはいない．それは従来の逆行性神経細胞変性法にお
ける変性神経細胞の同定の困難性に起因するものと考えら
れる．そこで著者らは，自律神経路の追跡のため有力な方
法として利用されているhorseradish　peroxidase（HRP）
法12）を用いて，ネコの下唾液核および上唾液核の同定を
試み，その結果の一部はすでに略報したが13，14），ここでは
さらに詳しく唾液核の局在についてまとめて報告する．
2　実験材料と方法
　本実験のために体重1．5～3．5kgのネコ25匹（雌雄をと
わず）を使用した．手術のための麻酔にはsodium　pen－
tob rbital（Nembutal）セこよる腹腔内麻酔（35　mg／kg）を
施した．このうち9匹は，脳定位固定装置に固定したの
ち，下唾液核の同定のため後頭蓋窩開頭により延髄を露出
し，硬膜を切除後，手術顕微鏡下で頭蓋内に舌咽神経根を
同定した．次に舌咽神経を切断後，その近位切断端を小さ
なゴム袋内に満たした20％HRP液（東洋紡Grade　I－C）
に直接浸漬した．また上唾液核の同定には16匹を使用し，
茎乳突孔より骨質を削り，手術顕微鏡下に中間顔面神経
＊　本論文の要旨は第83，84回日本解剖学会総会（宇部1978，東京1979）で発表した．
＊＊@本研究の主要部分は，山本が札幌医科大学解剖学第1講座に在職中になされたものである．
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（11匹）または鼓索神経（5匹）を同定した．次に中間顔面
神経または鼓索神経を切断後，その近位切断端を前述と同
様に20傷HRP液に直接浸漬した．このように末梢神経
の切断端を直接HRP液に浸す方法は著者らが新たに開発
した手技で15），周辺組織にHRP液が拡散することなく，
かつ長時間にわたりHR：Pの取り込みが行なわれるため，
より正確に強くラベルされた神経細胞を観察することがで
きる．2日後，脳を2％paraformaldehydeおよび0．5傷
glutaraldehyde燐酸緩衝液（pH　7．3，4℃）で潅流固定し，
脳幹部を摘出後20％蕪糖加燐酸緩衝液中で保存した．翌
日，延髄および橋を脳幹の長軸に対して直角に60μ皿の
凍結横断切片とした．切片を恒温振明器内でdiamino－
benzidine16）またはtetramethylbenzidine17）で20～40
分間反応させた後，ゲラチソ被覆を施したスライドグラス
上に貼平し，cresyl　violetあるいはneutral　redで淡染
色した．脱水後Permount（Fischer　Scienti丘。　Co．）で
封入した．観察には明視野および暗視野顕微鏡を用い，写
真撮影を行なうとζもに，HRP陽性細胞を描写投影器に
より作製した脳マップにプロットした．
3成　　績
3・1下唾液核の同定
　舌咽神経根にHRP液を浸した例では，　HRP反応穎粒
を胞体内にもつ陽性細胞は，迷走神経背側運動核の吻側端
のレベルから腹側蝸牛神経核の尾側のレベルまでにわたり
延髄網様体の背側部に認められた（Fig．2）．　HRP陽性細
胞の最尾側のものはおよそ迷走神経背側運動核の吻側端の
レベルにあり，孤束よりも腹内側の部分，すなわち延髄網
様体の背側端に認められた（Fig．2a），これらの陽性細胞
は迷走神経背側運動核の細胞にくらべて若干小さく，直
径が約15～25μmでニッスル染色に濃染する多極神経細
胞群として認められた．また網様体背側部における陽性細
胞とともに，舌咽神経を介して階調咽頭筋および上咽頭収
縮筋を支配する疑核においても多くの陽性細胞が観察され
た（Fig．4B）．疑核におけるこれらの陽性細胞は樹状突起
の発達が著るしい多極神経細胞であるが，網様体背側部に
おける陽性細胞よりもやや大きく，直径は約25～30μm
である．延髄網様体背側部での陽性細胞は疑核が消失する
レベルよりもさらに吻側においても認められるが，疑核の
最吻側に相当するレベルでその数が最大となり，延髄網様
体の背側端に集団をなして認められた（Figs．2d，4A＞．
陽性細胞はさらに吻側に向かうにしたがい次第に外側に移
行し，最吻側のレベル，すなわち孤束および疑核が消失し，
腹側蝸牛神経核の尾側のレベルでは，延髄網様体の若干深
部に比較的散在性に認められた（Fig．2f）．
Pons
Cerebellum
PTERYGOPALATINE　MPN
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Fig．1　Diagram　showing　the　site　of　HRP　bathing
　　　　of　either　the　transected　intermediofacial
　　　　nerve　or　the　chorda　tympani．　CT，　chorda
　　　　tympani；FN，　motor　root　of　the　facial
　　　　nerve；GG，　geniculate　ganglion；IFN，　inter－
　　　　mediof歌cial　nerve；MPN，　malor　petrosal
　　　　nerve．
3・2　上唾液核の同定
　中間顔面神経または鼓索神経にHRP液を浸した例では
（Fig．1），　HRP陽性細胞は腹側蝸牛神経核の尾側端のレベ
ルから顔面神経膝のレベルまでにわたり網様体背側部に認
められた（Fig．3）．この上唾液核の最尾側のレベルは下唾
液核のほぼ最吻側のレベルに相当する．これらの陽性細胞
は中等大で，樹状突起の発達した直径約15～25μmのニッ
スル染色に濃染する多極神経細胞群として認められた
（Fig．5A）．
　中間顔面神経にHRP液を浸した例では，網様体背側部
における陽性細胞とともに，顔面神経核（Fig，5B）および
副顔面神経核（Fig．5A）においても，反応穎粒を胞体内
にもった陽性細胞が認められた．これらの陽性細胞は樹状
突起の発達が著るしい多極神経細胞であるが，網様体背側
部における陽性細胞よりも大型で，直径は約25～35μmで
ある．網様体背側部における陽性細胞は顔面神経核のほぼ
最吻側のレベルで最大数となり，副顔面神経核の背外側に
集団をなして認められた（Figs．3d，5A）．これらの陽性
細胞は吻側に向かうにしたがい次第に外側に移行し，最：吻
側のレベル，すなわち上オリーブ核および顔面神経膝があ
らわれるレベルでは，網様体の若干深部に比較的散在して
観察された（Fig．3f）．
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Fig．2The　locations　of　HRP　labeled　neurons　within　the　reticular　formation
in　the　rostral　medulla　oblongata　after　HRP　bathing　of　the　transecte．d
glossopharyngeal　nerve．　The　HRP　Iabeled　neurons　in　each　drawing
were　plotted　from　one　60μm　thick　section．　A，　nucleus　ambiguus；Co，
ventral　cochlear　nucleus；F，　facial　nucleus；TS，　tra．ctus　solitarius；TST，
spinal　trigeminal　nucleus；V，　i夏ferior　vestibular　nucleus．
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Hg。3The　locations　of　HRP　labeled　neurons　within　the　reticular　formation
in　the　rostral　medulla　oblongata　after　HRP　bathing　of　the　transe．c．ted
intermediofacial　nerve．　Co，　ventral　cochlear　nucleus；D，　Deiters’
nucleus；F，　facial　nucleus；G，　genu　of　the　facial　nerve；0，　superior
olive；TST，　spinal　trige血inal　nucleus；V，　inferior　vestibular　nucleus．
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Fig．4Dark一丘eld　photomicrographs　showing　HRP　labeled　neurons　after　HRP
bathing　of　the　tran．sected　glossopharyngeal　nerve．　A：HRP　labeled
neurons　are　located　in　the　dors41　portiQn　of　the　reticular　formation　in
the　rostral　medulla　ob／ongata　at　the　level　of　Fig。2d．　They　are　maxi－
mum　in　number　at　this　level．　RF，　reticular　formation；TS，　tractus
solitarius．．×75．　B：many　HRP．labeled　ne．urons　are　foulld　in　the　ipsi－
Iateral　nucleus　ambiguus　at　the　level　of　Fig．2a，　They　are　multipolar
in　type　with　we11－developed　dendrites．　x75．
Fig．5Dark一五eld　photomicrographs　showing　HRP　labeled　neurons　after　HRP
bathing　of　the　transected　lntermediofacial　nerve．　A：HRP　labeled
neurons　are　located　in　the　dorsal　portion　of　the　reticular　formation　in
the　rostral　medulla　oblongata　at　theユevel　of　Fig．3d．　They　are　maxi－
mum　in　number　at　this　leve1．　Note　the　large　neurons　of　the　accessory
facial　nucleus　in　the　IQwer　left　corner．　AF，　accessory　facial　nucleus；
RF，　reticular　forrnation．×75．　B：many　HRP　labeled　neurohs，血ultipolar
in　type　with　well－developed　dendrites，　are　found　in　the　ipsilateral　fac．ial
nucleus　at．　the　level　of　Fig．3a．　x45．
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Schematic　drawings　showing　the　location　of　the　superior　salivatory
nucleus，　al）ducens　nucleus　and　the　facial　nucleus．　Redrawn　from
Carpenter（1969）and　Sano（1974）．　On　the　right　side，　the　drawing
from　our　study　was　presented．　AN，　abducens　nucleus；FG，　genu　of
the　facial　nelve；FN，　facial　nucleus；工FN，　inteTmediofacial　nerve；
SSN，　superior　sa！ivatory　nucleus．
4　考　　察
　唾液腺の分泌は交感神経と副交感神経の支配を受ける
が，副交感神経節前線維の起始は延髄の下唾液核と橋の上
唾液核にあると一般的に考えられている1・2）．しかしなが
ら脳幹における唾液核の局在に関しては生理学3・4），組織
化学17・18）の分野からいくつかの報告があるが，解剖学的
に唾液核を同定した報告は少ない7削11）．また現在の神経解
剖学の教科書には唾液核の明確な記載がなく，その正確な
局在については不明な点が多い．
　唾液核の解剖学的検索には古くから逆行性神経細胞変性
法が用いられているが，Kohnstamm7・8）はイヌを用いて
実験し，下唾液核は下オリーブ核と疑核の間の延髄網様体
にあり，上唾液核は顔面神経核のレベルで網様体内に広く
分布すると報告している．またYagita9）は同じくイヌを
用い，下唾液核は疑核と顔面神経核のレベルで網様体背側
部にあると述べている．さらにYagita　and　Hayamalo）
はイヌの上唾液核は顔面神経核のレベルで網様体背側部に
あると述べ，Torvik11）はネコを用いた逆行性神経細胞変
性法により，上唾液核は顔面神経核尾側から顔面神経膝の
レベルで網様体背側部にあると報告している．さらに電気
生理学的検索としては，Magoun　and　Beaton3）がサルを
用い，唾液核は延髄の背内側にあり，その吻側は舌下腺，顎
下腺の分泌を支配し，尾側は耳下腺の分泌を支配すると述
べている．またWang4）はネコを用い，唾液核の細胞は
顔面神経膝の内側と延髄網様体の背外側，すなわち三叉神
経脊髄路核の内側の二箇所に集団をなし，その吻側が舌下
腺，顎下腺を支配し，尾側が耳下腺を支配すると報告して
いる．これに対して，Shute　and　Lewis18）はラットを用
いた組織化学的検索により，唾液腺を支配する神経細胞は
網様体には存在せず，顔面神経膝の内側と外側の二つのグ
ールプにみられると報告し，Brawn　and　Howlett19）も同
じくラットを用いた組織化学的検索によって，上唾液核は
顔面神経膝の外側に存在すると報告している．最近Hiura
2。）はラットを用いたHRP法により，顎下腺，舌下腺の分
泌を支配する神経細胞は網様体の小細胞網様核吻側にある
と報告している．
　著者らの実験の結果によれぽ，下唾液核からの副交感神
経節前線維を含む舌咽神経にHRP液を浸した例では，
HRP陽性細胞は迷走神経背側運動核の吻側のレベルから
腹側蝸牛神経核の尾側のレベルまでにわたり延髄網様体背
側部に認められた．この部位は迷走神経背側運動核の面外
、
、
5　SSN
　lSN
D酬N
Fig．7．　Schematic　drawing　showing　the　locations
　　　　of　the　inferior　and　superior　salivatory　nu－
　　　　clei　in　the　ro§tral　medulla　oblongata．　HQr－
　　　　i20ntal　projection，　DMN，　dorsal』motor且u－
　　　　cleus　of　the　vagus；ISN，　inferior　salivatory
　　　　nucleus；SSN，　superior　salivatory　nucleus．
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側で，孤束よりも腹内側の部分，すなわち延髄網様体の背
側端に位置する．また上唾液核からの副交感神経節前線維
を含む中間顔面神経または鼓索神経の各々にHRP液を浸
した例では，HRP陽性細胞は腹側蝸牛神経核の尾側のレ
ベルから顔面神経膝のレベルまでにわたり網様体背側部に
認められたが，上唾液核の尾側端は下唾液核のほぼ最吻側
のレベルに相当していた．
　以上の結果より，上唾液核および下唾液核の局在をあわ
せて考えると，両者ともその位置は延髄網様体にあり，従
来の多くの神経解剖学の教科書1・2）にある図（Fig．6）や核
の所在についての記載，すなわち上唾液核が橋にあるとい
う点は否定される．また，下唾液核の吻側端と上唾液核の
尾側端とはほぼ同じレベルにあり，Fig．7に示すごとく，
前者は後者よりもやや外側に位置している．すなわち，
上，下唾液核は，その隣接部において細胞の多少の混在が
認められるとはいえ，おのおのが独立した神経細胞集団と
して認められるものであり，Magoun　and　Beaton3）や
Wang4）が図に示しているような一続きの細胞集団ではな
い．さらに上，下唾液核を構成する神経細胞は，直径が約
15～25μmの，ニッスル染色に濃染する多極神経細胞であ
ることが明らかとなった．
5　結　　語
　HRP法を用いて，唾液腺の分泌を支配する副交感神経
節前線維の起始である上，下唾液核の同定を行なった．
　下唾液核は迷走神経背側運動核の吻側端のレベルで，そ
の腹外側部すなわち網様体背側部に始まり，吻側に向かう
にしたがい外側に移行し，その吻側端は腹側蝸牛神経核の
尾側のレベルである．また上唾液核は腹側蝸牛神経核の
最：尾側のレベル，すなわち下唾液核のほぼ吻側端のレベル
で網様体背側部に始まり，吻側に向いやや外側に移行し，
その最吻側は上オリーブ核や顔面神経膝のあらわれるレベ
ルである．
　以上の結果より，上，下唾液核ともその局在は延髄網様
体にあり，上唾液核が橋に存在するという従来の記載は否
定された．またこれらの唾液核を構成する神経細胞は中等
大で，ニッスル染色に濃染する多極神経細胞からなってい
ることが確認された．
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